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ご挨拶

祇園ばやしの優雅な響きが、京の街に盛夏の始まり告げています。本日はお暑い中、京都混声合唱団

の創立90周年記念演奏会にお越し頂き厚く御礼申し上げます。

弊団は、昨年に常任指揮者の交代という四半世紀ぶりの大きな節目を迎え、本日の記念演奏会は新生

京混として初の演奏会となります。また、本日演奏いたしますブラームス「ドイツ・レクイエム」は

弊団としては永い歴史の中でも初の演奏となり、団員一同、全てに気持ちを新しくして、新常任指揮

者の小玉先生による熟の入った練習に取り組んで参りました。

また、本日は名誉指揮者となられました蔵田先生の指揮により、復刻特別ステージとして、70周年

記念演奏会で取り上げましたハイドン「四季」より4曲を抜粋し、当時のステージの雰囲気も再現し

て演奏いたします。

時代は移り変われども、歴史を受け継いで今後も活動を続けていく所存にございます。どうぞ忌博な

きご叱声・ご教示を頂きますと共に、今後とも弊団への温かいご支援をお願い申し上げてご挨拶とさせ

て頂きます。
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F．J．ハイドン作曲
「四季」より抜粋
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指揮　蔵田裕行　　バリトン小玉晃
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J．ブラームス作曲

ドイツ・レクイエム
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ト1925（大正14I年－1944（昭和19）年

1925年頃、京都在住の東京音楽学校（現東京芸術大学音楽

学部）第1期生ら音楽の専門家中で「音楽らしい音楽を京都に」

という声が高まり、翌■26年、京都在住の「同声会」（東京音

楽学校同窓会）メンバーとともに混声合唱団が誕生しました。

第1回発表会の開催は■27年11月19日。その後は定期演奏

会や大阪朝日新聞社主催によるいくつもの記念音楽祭に出

演。NHK京都放送局でラジオ出演もしました。t29年にソ連

出身のエフゲン・クレーンを指揮者に迎えたのを機に宗教曲

やオペラなどの大曲への取り組みが始まり、のちの京混の活

動スタイルの基陸が築かれていきました。

●36年に起きた「二・二六事件」とともに忍び寄る戦争の

足音。音楽をはじめ文化活動へ締めつけも厳しさを増す中で、

当団と京都音楽連盟コーラス団が合同して「京都合唱団」を

結成しました。■39年、第二次世界大戦勃発。▲41年、太平洋

戦争開戦。欧米音楽の演奏が排斥されていくなか、－43年に

は「京都合唱報国団」という名で演奏会を開催しました。や

がて戦局は激しさを増し、メンバーも日を迫って減少。やむ

なく自然体団となりました。

ト1945（昭和20）年－1963（昭和38）年

終戦直後は楽譜を印刷する紙の入手さえ困難でしたが、徐々

にメンバーを呼び戻して活動を再開、▲46年には「第1回関西

合唱コンクール・混声の部」で優勝。Ⅵ7年には戦後初めての

演奏会を開催しました。この年に人文学園合唱団、京都市民

合唱団と合同し、新生・京都混声合唱団として新たなスター

トを切りました。151年には、当団も加わった京都合唱連盟が

関西交響楽団6月定演に参加、京都の合唱団による初演とな

る「第九」を演奏しました。同年8月には当団単独で関西初演

となるフォーレの「レクイエム」を演奏、NHK京都放送局に

よって全国に中継放送されました。

ち1年、永年にわたり当団を指導・指揮してきた森本芳雄

が急逝し、翌年に青山政雄を指揮者に迎えました。戦後の経

済復興が進むにつれ合唱活動も盛んとなり、数々の音楽会に

出演しました。t63年には、京都楽壇育ての親ともいえる当

団創立メンバー・稲畑登美子の「京都文化団体懇話会受賞記

念音楽会」（京都苦楽協会主催）に出演しました。

脚叩『r

創立初期のメンバー

ト1964（昭和39）年－1990（平成2）年

青山政雄の離京に伴い、暫くは団員の牛丸紘一などの指

揮によって演奏活動を続ける中、■64年に京都府合唱連盟

主催の第1回「合唱祭」に出演、■66年には元団員の伊吹新

一を、170年からは再び青山政雄を指揮者に迎えました。

▼75年には、創立50周年記念演奏会を京都市交響楽団の伴

奏で開催、この演奏会で歌ったロシア民謡はテイチクレ

コードからLPとして発売されました。－82年には、京都音

楽家クラブの藤堂顕一郎音楽褒賞基金から、第1回の表彰

（団体）を受けました。，85年には創立60周年記念演奏会

を開催。これを機に、団員の金子清明編纂による『京都混

声合唱団60年史』を刊行しました。

ト1991（平成3）年－2015（平成27）年
■91年、蔵田裕行（現名誉指揮者）を常任指揮者に迎え、翌

●92年、ハイドン「天地創造」を上演。■96年には、前年にオー

プンした京都コンサートホールで創立70周年記念演奏会を

開き、ハイドン「オラトリオ四季」を上演しました。同年には

当団の永年の活動が認められ、京都新聞社から同社五大質の

一つ「社会賞」を受賞しました。2000年には創立75周年記

念演奏会としてヘンデル「メサイア」、’02年には京都市立芸

術大学音楽学部創立50周年を祝う特別演奏会としてベートー

ベン「荘厳ミサ」、－05年の創立80周年記念演奏会ではバッハ「ロ

短調ミサ」、110年の85周年演奏会ではモーツアルト「レクイ

エム」の演奏を行いました。この期間には、近郊市町村への

演奏旅行や小曲の構成によるピアノ伴奏だけの定期演奏会に

も取り組み始めました。また、「こうもり」（演奏会形式）「フィ

デリオ」とオペラの舞台に参加したしたことも貴重な経験と

なりました。－09～■11年は連続して京都フィルハーモニー室

内合奏団の「第九」に参加。2013年には、びわこアーベントロー

ト合唱団との合同演奏会を開催し、メンデルスゾーン「エリヤ」

の演奏を行いました。’15年、24年間もの長期にわたり当団

を指揮した蔵田裕行が退任、当団の歴史の中で最長の連続指

導期間を務められたことに敬意を表し、同氏を初代の名誉指

揮者としました。

ト2015（平成27）年～
■15年、小玉晃を新常任指揮者として迎え、新生京都混声

として新たな歴史をつなげていきます。
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『 「ドイツ・レクイエム」

レクイエムと呼ばれる曲はその冒頭Requiem

記ternamdonaeis，Domine（主よ、永遠の安息を

彼らに与え給え）の最初の歌詞からそのように呼ばれ

るようになっていますが、正式には「死者のためのミ

サ曲」というカトリック教会のミサ曲であり、ラテン

語で書かれた定められた言葉を歌います。

しかし、ブラームスの「ドイツ・レクイエム」（よ

り正しくは「ドイツ語レクイエム」）ではプロテスタ

ント教会に属していたブラームスが宗教改革者マルチ

ン・ルター訳のドイツ語聖書から自身で選んだ言葉を

用いています（ブラームスは曲名「ドイツ語レクイエ

ム」のあとに「聖書の言葉による」とわざわざ記して

います）。そして、「死者のための」と言うよりは死者

を送って「この世に残された者」への慰めを歌ってい

ます。歌詞の中にJesuやChristeといったイエス・

キリストを示す言葉が一つもなく、キリストの十字架

や復活に直接的に触れていないという特徴もあります

（ブラームス自身が、「キリストの復活に関する部分は

注意深く除いた」と語ったとされています）。

全部で7楽章から成りますが、第1楽章の歌い出し

の言葉がSeligであり、第7楽章もseligで終わって

いる、曲全体がいわばseligに包まれた音楽とも言え

ヽォラトリオ「四季」

ます。第1楽章では新約聖書の中でイエス・キリスト

の「山上の説教」と言われる個所の8つの「幸い」の

2つ目の「幸い」を歌っています。歌い出しのSelig

SindはE］本語の聖書では「幸いである」と訳されて

いますが、この「幸い」は単純な幸いではなく、「こ

れ以上ない幸せ（至福）」を表しており、すべてを支

配される神がこの世に残された者に与える「豊かな慰

め」を全身で感じ取っている状態（信仰的に言うなら

「神に祝福された状態」）と考えて良いと思います。

ブラームスが最後に書き上げた第5楽章を含めた全

曲を完成したのは彼が35才の1868年であり、この

1曲によって彼は19世紀の大作曲家たちの仲間入り

をした、いわば出世作です。

ドイツ語で歌うレクイエムの構想はブラームスの音

楽の師であるロベルト・シューマンにあるともいわれ

ますが、そのシューマンが没した翌年に「ドイツ・レ

クイエム」の第2楽章が草案され、その後しばらくの

時をおいてブラームスの母親の死を契機として、その

後4年でこの大曲を完成しています。

近年この曲があちこちで歌われるのも、それだけこ

の世がseligでありたいと願っているからではない

でしょうか。

オラトリオ「四季」は、「天地創造」と並びハイド

ンの傑作とされる作品です。春夏秋冬とオーストリア

の素朴な農村生活の四季を通して、自然と人間への賛

歌、すなわち創造主である神への感謝を表現しました。

ハイドンはこの曲にジングシュピール（ドイツの歌芝

居）の要素を取り入れ、レチタティーヴオ、アリアそ

して合唱という構成の中で、歌い手は農民の生活を知

らせる説明者の立場と演技者の役目を兼ね、いきいき

とその情景を描きだしています。今回は、全39曲の

中から4曲選んで演奏します。

最初のN0．2は「来たれ、やさしき春よ」と村人た

ちの期待を込めた合唱です。長い冬も終わりに近づき、

春の訪れを心待ちしているさまを歌っています。

N0．4は四季のなかでもよく知られているアリアです。

農夫シモン（バリトン）が「口笛を吹きながら畑仕事

にでかけ、種を蒔く。その種はやがて黄金の実を結ぶ」

と軽快に歌います。親しみやすいこの曲では、ハイド

ンの交響曲第94番「驚愕」第2楽章のテーマが使わ

れています。

No．26は村人と狩人の合唱です。角笛を模したホ

ルンが響きわたり、躍動感あふれる狩の場面が展開

され、ついには最高潮に達します。騎手たちが猟犬

を駆り立て、鹿を追い詰め、そして仕留める。西洋

の油絵などで見たことのある情景を措いています。

最後のNo．28では「万歳、万歳、ブドウ酒だ」と

収穫の喜びと大地への感謝を表わしています。お祭

りの様子を、豪放で野趣あふれる曲で表現していま

すが、これから長い冬が待っているのを知る者たち

の「今」ならではの、喜びの歌と言えましょう。こ

こでは様々な古楽器が奏でられています。歌の中に

出てくるPfeifen（笛）、Trommel（太鼓）、Fiedel（バ

イオリン）、Leier（手回しオルガン）そしてBock（バ

グパイプ）と。ぜひお聞き取りいただけたらと思い

ます。
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F．J．ハイドン

オラトリオ「四季」より

2．CHOR（LANDVOLKS）

Komm，holderLenz，

desHimmelsGabe，komm！

AusihremTodesschlaf

erweckedieNatur！

Ernahetsich，derholdeLenz．

SchonfiihlenwirdenlindenHauch；

baldlebetalleswiederauf．

Frohlocketjanichtallzufrtih，

0ftschleicht，inNebeleingehtillt，

derWinterwohlzurtick，undstreult

aufBltit，undKeimseinstarresGift．

Komm，holderLenz，

DesHimmelsGabe，komm！

Aufuns’reFlurensenkedich！

Okomm，holderLenz，Okomm

undweilelangernicht！

4．ARIA（SIMON）

SchoneiletfrOhderAckermann

zurArbeitaufdasFeld，

inlangenFurchenschreiteter

demPnugefl6tendnach．

InabgemeB’nemGangedann

wirfterdenSamenaus，

denbirgtderAckertreu

undreiftihnbaldzurgoldnenFrucht．

2．合唱（村人たち）

来たれ、やさしき春よ！

天の恵みの春よ、来たれ！

死の眠りから

自然を目覚めさせたまえ！

心地よい春がやってきます

もうすぐそこに、穏やかな息吹を感じます

やがて全てが命をとりもどすでしょう

いや、喜ぶにはまだ早い！

霧に隠れ、忍び足で

冬は突然戻ってきて、菅や芽を

氷の毒で枯らしてしまう！

来たれ、やさしき春よ！

天の恵みの春よ、来たれ！

我らの畑に降り立ちたまえ

おお、来たれ！やさしき春よ

もうためらわずに！

4．アリア（シモン）

きっそく農夫は楽しげに

畑仕事へ出かけていく

長い畝間を耕しながら

口笛軽く進んでいく

そして規則正しい足取りで

せっせと種を蒔いていく

忠実な畑に育まれ

種はやがて黄金の実を結ぶ
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26．CHOR（IJANDVOLKUNDJAGER）

H6rtdaslauteGet6n，

dasdortimWaldeklinget！

WelcheinlautesGet6n

durchklingtdenganzenWald！

EsistdergellendenH6rnerSchall，

dergierlgenHundeGebe11e．

SchonfliehtderaufgesprengteHirsch；

ihmrennendieDoggenundReiternach．

Ernieht，erflieht！

Owieersichstreckt！

IhmrennendieDoggenundReiternach．

Owieerspringt！Owieersichstreckt！

DabrichterausdenGestrauchenhervor

undlaufttiberFeldindasDickichthinein．

JetzthaterdieHundegetauscht；

zerstreuetschwarmensieumher．

DieHundesindzerstreut；

sieschwarmenhinundher．

Tajo，tajo，tajo！

DerJagerRuf，derH6rnerKlang

versammeltauflsneuesie．

Ho，ho，ho！Tajo！Ho，ho！

MitdoppeltemEifbrsttirzetnun

derHaufevereintaufdieFahrtelos．

Tajo，tajo，tajo！

VonseinenFeindeneingeholt，

anMutundKraftenganzersch6pft，

erliegetnundasschnelleTier．

SeinnahesEndektindetan

dest6nendenErzesJube11ied，

derfreudigenJagerSiegeslaut．

Halali！Halali！Halali！

DenToddesHirschesktindigtan

dest6nendenErzesJubellied，

derfreudigenJagerSiegeslaut．

Halali！Halali！Halali！

26．合唱（村人と狩人たち）

聞け！　このけたたましい轟きを

森中に響き渡っている！

なんてけたたましい音が

森中に轟いているのでしょう！

かん高く鳴るのは、ホルンの響き

そして飢えた犬たちの吠える声

駆り立てられて鹿は逃げ

犬と騎手たちが後を追う

逃げる、逃げる

あんなに跳ねて！

犬と騎手たちは追いかける

おお、跳んで、跳ねる！

鹿は急に身を翻し

野原から茂みへと逃げ込んだ

犬たちは騙されて

群れは散り散りになってしまう

行く先を失って

集まろうと行ったり来たり

「タヨ！　タヨ！タヨ！」

狩人の声とホルンの音が

犬たちを新たに呼び集める

「ホウ！ホウ！ホウ！タヨ！ホウ！ホウ！」

集結した一同は

いっそう興奮して鹿に迫る

「タヨ！タヨ！　タヨ！」

敵に追いつかれ

勇気も力も尽き果たし

ついに鹿は倒れこむ

鹿の最期が迫り

喜びの歌をラッパが吹き鳴らせば

狩人達は沸いて勝どきを上げる

「ハラリ！ハラリ！ハラリ！」

鹿の最期を告げて

喜びの歌をラッパが吹き鳴らせば

狩人達は沸いて勝どきを上げる

「ハラリ！ハラリ！ハラリ！」

「



28．CHOR

Juchhe！Juchhe！DerWeinistda；

dieTonnensindgefullt．

NunlaL3tuns蝕・6hlichsein，

undJuchhe！Juchhe！Juch！

ausvollemHalseschrei’n！

LaBtunstrinken！

Trinket，Briider！

LaBtunsfr6hlichsein！

LaBtunsslngen！

Singetalle！

LaBtunsfr6hlichsein！

Juchhe！Juchhe！Juch！EslebederWein！

EslebedasLand，WOerunSreift！

EslebedasFaB，dasihnverwahrt！

EslebederKrug，WOrauSernieJ3t！

Juchhe！Juch！EslebederWein！

Kommt，ihrBrdder，

fdlltdieKannen，

1eertdieBecher，

laJ3tunsfr6hlichsein！

Heida！Lal3tunsfr6hlichsein，

undJuchhe！Juchhe！Juch！

ausvollemHalseschrei’n．

Juchhe，Juch！EslebederWein．

Nunt6nendiePfbifen

undwirbeltdieTrommel，

hierkreischetdieFiedel，

daschnarretdieLeier，

unddudeltderBock．

Schonh仏pfendieKleinen，

undsprlngendieKnaben．

DortfliegendieMadchen，

imArmederBursche，

denlandlichenReih’n．

Heisa，hopsa，laL3tunshtipfbn！

IhrBrtider，kommt！

Heisa，hopsa，laβtunssprlngen！

DieKannenfullt！

28．合唱

ユツへ！　ユツへ！　ワインが出来た！

樽にもういっぱいだ

さあ楽しくやろう！

ユツへ、ユツへ、ユツフ！

どんちゃん騒ぎだ！

さあ飲むぞ、

飲もうぜ兄弟！

楽しくやろうぜ！

歌いましょうよ、

ほら、みんな！

楽しくね！

ユツへ、ユツへ、ユツフ！ワイン万歳！

ブドウを育む大地、万歳！

ワインを守る樽、万歳！

ワインが溢れる瓶、万歳！

ユツへ、ユツへ、ユツフ！　ワイン万歳！

来いよ兄弟

グラスを満たせ

一気に空けろ

どんどん行こう！

ハイダ！　さあさあ！

ユツへ、ユツへ、ユツフ！

さあ騒げ騒げ！

ユツへ！　ユツフ！　ワイン万歳！

笛を吹いて

太鼓を叩きましょう

フィーデルはキーキー

ライアーはギーギー鳴って

ポックパイプはプープー捻る

小さい子は跳びはねて

少年たちは駆けまわる

あっちではお嬢ちゃんが

男の子と腕組んで

踊りの輪を飛び回る

ハイサ、ホプサ、踊りましょうよ！

さあ兄弟、こっちだ！

ハイサ、ホプサ！飛んで跳ねて！

注いだ、注いだ！



M痛グ∫∂′～g∫

Heisa，hopsa，laBtunstanzen！

DieBecherleert！

Heida！LaL3tunsfr6hlichsein，

undJuchhe！Juchhe！Juch！

ausvollemHalseschrei’n！

Jauchzet，1armet！Springet，tanZet！

Lachet，Singet！Jauchzet，larmet！

Heisa！Juchhe！Juchhe！Juch！

Hopsasa，heisasa，heisa，hei！

NunfassenwirdenletztenKrug！

UndsingendannimvollemChor

demfreudenrelchenRebensaft．

Heisasa！Juch！

EslebederWein，deredleWein，

derGrillenundHarmverscheucht！

SeinLobert6nelautundhoch

intausendfachemJubelscha11！

Heida，laL3tunsfr6hlichsein，

undJuchhe！Juchhe！Juch！

ausvollemHalseschrei’n！

Juch！Juch！

ハイサ、ホプサ！リズムに乗って！

飲み干せ！飲み干せ！

ハイダ！愉快にやろう！

ユツへ、ユツへ、ユツフ！

声の限り叫べ！

叫べ、騒げ！跳ねろ、踊れ！

笑え、歌え！叫べ、騒げ！

ハイサ！　ユツへ！　ユツへ！　ユツフ！

ホプサッサ、ハイッサッサ、ハイサ、ハイ！

最後の瓶を開けるんだ！

さあ、喜ばしいワインを讃えて

声を合わせよう！

ハイサッサ！ユツフ！

ワイン万歳！貴いワイン！

悩みはすべて追い払え！

ワインを讃えて高らかに

何度でも喉がかれるまで！

ハイダ！　さあさあもっともっと！

ユツへ、ユツへ、ユツフ！

声の限り叫べ！

ユツフ！ユツフ！

轢京都混声合唱団 　ご一緒に歌いませんか？ 

…票芸≡讐≡三三三。ません　　　芸誤認も17日（土】 
・入団費1000円（学生無料）／月団費3500円（学生1000円）諾芹ご詔歪‾豊富三夕 

■練習時間：毎週金曜19‥00～21‥15（18：30より発声練習）　　80番「われらの神は堅さ砦」 

●練習場所：京都府薬剤師会館2階ホール（乗大路五条上ル東側）147番「心と口と行いと生きざまもて」 

指揮：小玉晃 

宗教大曲を中心に歌い続けて約90年。ハイクオリティーな音楽　管弦楽：大阪チェンバーオーケストラ 
づくりを目指しながらも、家庭的な雰囲気が持ち味です。団員数 

は現在約70名。学生から80代まで年齢も職業もさまざまです。 

′－　　　　　　　　　　　◆練習見学大歓迎！◆ パH F‾′⇒腰■賢さ憶奏上鵬b、定霊 　　　室・≡型且9監9霊等夏無品よ三上烹 



第2部
一一＿二二一一二■－1－一一‾二二ll＝＿　一

J．B．ブラームス　ドイツ・レクイエム
和訳は「聖書　新共同訳一旧約聖書続編つき」（発行・日本聖書協会）による

Ⅰ．CHOR

Seligsind，diedaLeidtragen，

dennsiesollengetr6stetwerden．

DiemitTranensaen，

werdenmitFreudenernten．

Siegehenhinundweinen

undtragenedlenSamen，

undkommenmitFreuden

undbringenihreGarben．

ⅠⅠ．CHOR

DennallesFleischesistwieGras

undalleHerrlichkeitdesMenschen

wiedesGrasesBlumen．

DasGrasistverdorret

unddieBlumeabgefallen．

Soseidnungeduldig，liebenBrtider，

bisaufdieZukunftdesHerrn．

SieheeinAckermannwart，et

aufdiek6stlicheFruchtderErde

undistgeduldigdartlber，

biserempfahedenMorgenregenundAbendregen．

Soseidnungeduldig．

AberdesHerrnWortbleibetinEwigkeit．

DieEr16setendesHerrnwerdenwiederkommen

undgenZionkommenmitJauchzen；

ewigeFreudewirdtiberihremHauptesein；

FreudeundWonnewerdensieergreifbn

undSchmerzundSeuf女enwirdwegmtlssen．

第一楽章・合唱

悲しむ人々は、幸いである。

その人たちは慰められる。

（新約聖召・マタイによる福音苔5章4節）

涙と共に種を蒔く人は

喜びの歌と共に刈り入れる。

種の袋を背負い、

泣きながら出て行った人は

束ねた穂を背負い

喜びの歌をうたいながら帰ってくる。

（旧約聖書・詩篇126肇5－6節）

第二楽章・合唱

「人は皆、草のようで

その華やかさはすべて、

草の花のようだ。

草は枯れ、

花は散る。」

（新約型番・ペトロの手紙一1章24節）

兄弟たち、主が来られるときまで

忍耐しなさい。

農夫は、秋の雨と春の雨が降るまで

忍耐しながら、

大地の尊い実りを

待つのです。

あなたがたも忍耐しなさい。

（新約聖苫・ヤコブの手紙5草7－8節）

「しかし、主の言葉は永遠に変わることがない。」

（新約聖書・ペトロの手紙一1章25節）

主に願われた人々は帰ってくる。

とこしえの喜びを先頭に立てて

喜び歌いつつシオンに帰り着く。

喜びと楽しみが彼らを迎え

嘆きと悲しみは逃げ去る。

（旧約聖召・イザヤ書35帝10節）



Wordグ∫∂花が

ⅠⅠⅠ．BARITONUNDCHOR

Herr，lehredochmich，

daL3einEndemitmirhabenmu瓜，

undmeinLebeneinZielhat，

undichdavonmuJ3．

Siehe，meineTagesind

einerHandbreitvordir，

undmeinLebenistwienichtsvordir．

Ach，WiegarnichtssindalleMenschen，

diedochsosicherleben．

SiegehendaherwieeinSchemen，

undmachenihnenvielvergeblicheUnruhe；

Siesammelnundwissennicht，

WereSkriegenwird．

NunHerr，WeSSOllichmichtr6sten？

Ichhoffbaufdich．

DerGerechtenSeelensindinGottesHand

undkeineQualrtihretsiean．

ⅠⅤ．CHOR

WielieblichsinddeineWohnungen，

HerrZebaoth！

MeineSeeleverlangetundsehnetsich

nachdenVorh6fbndesHerrn；

meinLeibundSeelefreuensich

indemlebendigenGott．

Wohldenen，dieindeinemHausewohnen，

dielobendichimmerdar．

V．SOPRANUNDCHOR

IhrhabtnunTraurigkeit；

aberichwilleuchwiedersehen

undeuerHerzsollsichfreuen，

undeureFreudesollniemandvoneuchnehmen．

Ichwilleuchtr6sten，

wieeinenseineMuttertr6stet．

第三楽章・バリトン独唱と合唱

「教えてください、主よ、

私の行く末を

私の生涯はどれ程のものか

いかに私がはかないものか、悟るように。」

御覧ください、与えられたこの生涯は

僅か、手の幅ほどのもの。

御前には、この人生も無に等しいのです。

（旧約聖習・詩篇39章5－6節）

ああ、人は確かに立っているようでも

すべて空しいもの。

ああ、人はただ影のように移ろうもの。

ああ、人は空しくあくせくし

だれの手に渡るとも知らずに

積み上げる。

では主よ、何に望みをかけたらよいのでしょう。

私はあなたを待ち望みます。

（旧約聖書・詩篇39章6－8節）

神に従う人の魂は神の手で守られ

もはやいかなる責め苦も受けることはない。

（旧約聖書続編・知恵の苔3章1節）

第四楽章・合唱

万軍の主よ、あなたのいますところは

どれほど愛されていることでしょう。

主の庭を慕って

私の魂は絶え入りそうです。

命の神に向かって、

私の身も心も叫びます

いかに幸いなことでしょう、あなたの家に住み、

まして、あなたを賛美することができるなら。

（旧約聖書・詩篇84章2・3・5節）

第五楽章・ソプラノ独唱と合唱

ところで、今はあなたがたも、悲しんでいる。

しかし、私は再びあなたがたと会い、

あなたがたは心から喜ぶことになる。

その喜びをあなたがたから奪い去る者はいない。

（新約聖書・ヨハネによる福音書16章22節）

母がその子を慰めるように

私はあなたたちを慰める。

（旧約聖書・イザヤ書66章13節



Sehetmichan：IchhabeeinekleineZeit

MtiheundArbeitgehabt

undhabegroLまenTrostfunden．

Ichwilleuchtr6sten，

wieeinenseineMuttertr6stet．

ⅤⅠ．BARITONUND CHOR

DennwirhabenhiekeinebleibendeStatt，

SOnderndiezuktinftigesuchenwir．

Siehe，ichsageeucheinGeheimnis：

Wirwerdennichtalleentschlafen，

Wirwerdenaberalleverwandeltwerden；

unddasselbigep16tzlich，ineinemAugenblick，

zuderZeitderletztenPosaune．

DenneswirddiePosauneschallen，

unddieTotenwerdenauferstehenunverweslich

undwirwerdenverwandeltwerden．

Dannwirderfd11etwerdendasWort，

dasgeschriebensteht：

DerTodistverschlungenindenSieg．

Tod，WOistdeinStachel？

H611e，WOistdeinSieg？

Herr，dubistwiirdig

ZunehmenPreisundEhreundKraft，

dennduhastalleDingeerscha晩n，

unddurchdeinenWillenhabensiedasWesen

undsindgeschaffbn．

ⅥⅠ．CHOR

SeligsinddieToten，

dieindemHerrensterben，VOnnunan．

Ja，derGeistspricht，

da13sieruhenvonihrerArbeit；

dennihreWerkefolgenihnennach．

目を開いて見よ。わずかな努力で

私が多くの安らぎを

兄いだしたことを。

（旧約聖書続編・シラ書l集会の書151章27節）

母がその子を慰めるように

私はあなたたちを慰める。

（旧約聖書・イザヤ書66章13節

第六楽章・バリトン独唱と合唱

私たちはこの地上に永続する都を持っておらず、

来るべき都を探し求めているのです。

（新約聖書・ヘブライ人への手紙13章14節）

私はあなたがたに神秘を告げます。

私たちは皆、眠りにつくわけではありません。

私たちは皆、今とは異なる状態に変えられます。

最後のラッパが鳴るとともに、

たちまち、一瞬のうちにです。

ラッパが鳴ると

死者は復活して朽ちない者とされ、

私たちは変えられます。

（新約聖書・コリントの信徒への手紙一一15章51－52節）

（この朽ちるべきものが朽ちないものを着、

この死ぬべきものが死なないものを着るとき、）

次のように書かれている言葉が実現するのです。

（新約聖書・コリントの信徒への手紙・・15章54節）

「死は勝利にのみ込まれた。

死よ、お前の勝利はどこにあるのか。

死よ、お前のとげはどこにあるのか。」

（新約聖書・コリントの信徒への手紙一15章55節）

「主よ、私たちの神よ、あなたこそ、

栄光と誉れと力とを受けるにふさわしい方。

あなたは万物を造られ、

御心によって万物は存在し、

また創造されたからです。」

（新約聖書・ヨハネの黙示録4串11節）

第七楽章・合唱

（また、私は天からこう告げる声を聞いた。「書き記せ。）

『今から後、

主に結ばれて死ぬ人は幸いである』と。」

“霊”も言う。「然り。

彼らは労苦を解かれて、安らぎを得る。

その行いが報われるからである。」

（新約聖百・ヨハネの黙示録14苧13節））



京都市立芸術大学大学院修了後、渡嘆。ヴィーン国立音楽大学リー

ト・オラトリオ科卒業。リートをW．モーア、オペラをR．ニックラー、

発声を宮廷歌手M．二コロヴァに師事。在欧中リサイタルの他、多

数の演奏会に出演バロック作品の歌唱法及び解釈をM．V．工グモン

トに、リート解釈をH．ホッタ一、巨．アメリング、巨．へフリガ一、

W．ベリー他に学ぶ。ベートーヴェン『第九』、バッハ『マタイ受難曲』、

『ヨハネ受難曲』、ヘンデル『メサイア』、モーツアルト、ブラームス、

フォーレの『レクイエム』他、ソリストを数多く務める。指揮者と

しての活動にも力を入れており、カンタータやオラトリオは自ら

オーケストラを指揮しながらソロを歌うなど活動の幅を広げてい

る。また、理論に基づいた発声指導には定評があり、多方面から指

導依頼も多い。」．S．G．国際歌曲コンクール第1位。日本音楽コ

ンクール入選。青山音楽賞、松方ホール音楽賞大賞他受賞。蔵田裕

行氏に師事。関西二期会、日本シューベルト協会会員。MBSコンクー

ル審査員。兵庫県立芸文センター合唱団、京響コーラス、パナソニッ

ク合唱団、混声合唱団LaFeniCe、一万人の第九他指導者。大阪音

楽大学、同志社女子大学講師。日本ドイツリート協会副会長。

http〟a－kodama．COm

京都市立音楽短期大学卒業。東京芸術大学音楽学部声楽科卒業。同大学院音楽研究

科独唱専攻終了。オーストリア政府給費留学生としてウィーンに留学。ウィーン国

立音楽大学オペラ科、リート・オラトリオ科卒業。最優秀賞受賞。ウィーンアカデミー

室内合唱団団員としてアン・デア・ウィーン劇場と契約。1976年ウィーン音楽祭

にて話題公演ハイドン作曲「オルフェオと工ウリディーチエ」オーストリア初演に

ソリストとして参加。指揮リチャード・ボ二ング、主演ニコライ・ゲッダ、ジョーン・

サザーランド。

帰国後はシューベルトの三大歌曲を初め、「詩人の恋」「マゲローネのロマンス」等

の大曲を中心とし古典から現代に至るドイツ歌曲での二十数回に及ぶリサイタル。

「マタイ受難曲」「ヨハネ受難曲」「メサイア」「第九」等のオラトリオのソリストの他、

多数の演奏会に出演。オペラは「フィガロの結婚」「魔笛」「コジ・フアン・トウツテ」

「ラ・ボエーム」「タンホイザー」等数多くの作品で主役を務めた他、「電話」「ルクリー

シャ」「人買い太郎兵衛」「新説カチカチ山」等の室内オペラの出演も数多くその徹

密な演技により得難い性格俳優との評価を得る。

1968年～2001年京都市立芸術大学での教育活動により多くの優秀な人材を育成。

1996年～2000年同大学音楽学部長。1987年「藤堂音楽褒賞」2001年「京都市文

化功労者」。京都市立芸術大学名誉教授。公益社団法人関西二期会名誉会長。

日本シューベルト協会顧問。財団法人東京二期会評議員。財団法人青山財団理事。

1991年～2015年京都混声合唱団常任指揮者。毎年の定期演奏会の他、同合唱団の

伝統である京都市交響楽団との共演で「天地創造」「四季」「ロ短調ミサ」「メサイア」

「レクイエム（モーツアルト、ドヴォルザーク）」等のオラトリオ及び宗教曲の大曲

を指揮。



野々村　彩乃

1991年生まれ。下関出身、幼少期から歌が好きで下関少年少女合唱隊に入隊。広島苦楽

高校、大阪音楽大学にて声楽を学ぶ。その後東京二期会オペラ研修所に編入。大学1年

時にベートーベン作曲「第九」のソプラノソリストを務める。東日本大震災チャリティ

コンサートを関東地区の学生と協力して開催。また伊勢神宮で奉納演奏など在学時より

積極的に演奏活動を行った。

コンクールでは日本の学生の登竜門である全日本学生音楽コンクール2009年高校の部

と2012年大学の部史上初の2度の優勝。

選抜高校野球大会（甲子園）・2014年プロ野球オールースター戦（甲子園）・社会人野球

大会（東京ドーム）・アメリカンフットボール甲子園ボウル（甲子園）・東京都民体育大会（東

京体育館）・富士ゼロックススーパーカップ2015（日産スタジアム）・F仏世界耐久選手

権第6戦・富士6時間耐久レース（富士スピードウェイ）など式典での出演も多い。最

近は朝の連続テレビ小説「とと姉ちゃん」（2016年4月放映）やテレビドラマ「紅白が

生まれた日」（2015年3月放映）などの挿入歌も担当する。

また2016年3月29日にはカーネギーホール（ニューヨーク）でのリサイタルを行うな

ど今後国際的にも活躍が期待されている。

今までに五十嵐美紀子、白石盾紀、マルギット・クラウスホーファー、田中由也に師事する。

大阪芸術大学卒業。卒業時に演奏学科長賞受賞。第22回日伊コンコルソ金賞受賞。第

61回日本音楽コンクール第1位、併せて増澤賞、福沢賞、木下賞、松下賞を受賞。第

4回五島記念文化財団オペラ新人賞を受賞し、後に五島記念財団奨学生としてドイツ・

ケルンに留学する。留学中ベルリンに於いてのバッハソロカンタータ56番の演奏はベ

ルリナーポスト誌上にて絶賛された。ドイツ・ハーゲン歌劇場ヴェルディ「トロヴァトー

レ」ルーナ伯爵役で大成功を収める。また、ヴィッテン、グンマースバッハ両歌劇場に

も招碑され好評を博した。

第7回グローバル東敦子賞。平成10年度大阪府舞台芸術奨励賞。第24回藤堂顕一郎

音楽褒賞などを受賞。平成17年度　大阪文化祭賞受賞。NHK「名曲アルバム」「ふるさ

との歌につぽんの歌」「ニューイヤーコンサート」などラジオ、テレビでも活躍。「木下

牧子歌曲集」「アルブレヒト／読響　第九」「秋山／東響　ヤコブの梯子」「フルネ／都響

フォーレレクイエム」などの⊂Dに加え、DVD「朝比奈／大フィル　第九」にも参加

している。バリトノ・カヴァリエーレ（騎士的バリトン）と評される豊で気品溢れる声

と多彩な表現力で、今後の益々の活躍が期待されている。大阪芸術大学教授。

京都フィルハーモニー室内合奏団
1972年に結成。本年創立41年目を迎える。一人一人がソリストの個性派揃いのプロの合奏団。

定期公演、特別公演、室内楽コンサート、子供のためのクラシック入門コンサート等を主催すると同時に、各地ホール・教育

委員会・鑑賞団体・テレビ・ラジオ・芸術祭等に多数出演している。「クオリティは高く、ステージは楽しく」というポリシーを持っ

た京フィルは、クラシック音楽の他に様々なジャンルの音楽もセンスある編曲を施して演奏し、多くの聴衆を魅了している。

国内外の演奏家や指揮者と共演する一方、狂言、文楽人形、津軽三味線、尺八等の日本の伝統芸能とのコラボレーションや、俳優、

タレント、落語家、漫才師等の異分野との共演も積極的におこない、■■挑戦する室内オーケストラ■■と大好評を博している。

また創立以来、活動の柱としている学校音楽観賞会では延べ2900校、170万人以上の子どもたちに楽しい音楽を届け続けて

いる。

京都市のパートナーシップ事業とタイアップするなど、積極的に聴衆の育成拡大に力を注いでいる。2000年に特定非営利活

動法人（NPO）となる。2002年10月イタリアツアーで好評を博す。平成2年度　藤堂音楽賞受賞。平成14年度　京都新聞大

賞文化学術賞受賞。社団法人日本オーケストラ連盟準会員。2014年4月から音楽監督に斉藤一郎を迎える。





男声合唱団エレイソンズ
E l e i s o n s

合唱が好きで、楽しんでいける仲間を、随時募集中！

入団資格：男性であること

詳しくはWebで！Faceb00kもごらんください

男声合唱団　ETeisons

団員募集
第12回演奏会

日時：平成28年12月10日（土）14：00開演

場所：京都コンサートホール
アンサンブルホールムラタ

曲目：多田武彦「海に寄せる歌」
メンデルスゾーン「Vespergesang」

弼照．．芸霊言芸芸芸蓋孟宗鵠0 � 
本店／京都市下京区四条通鳥丸西入ル 
℡075（223）2525 

◎京都中央信用金庫　慧霊3；認諾（プリ‾ダイヤル） 



冨越
京都混声合唱団　http：〟kyou－konjp
本日のご感想をぜひホームページへお寄せください。

お問い合わせフォームからコメントをお送りいただけます。

ご見学のお問い合わせもお待ちしています。


